
雄物川 →

Ａ‘

Ａ

秋田市

古川

至 能代市

←写真①

至 大仙市

推進費施行区間 L=2,300m
河道掘削工 V=111千m3

日本海

国
道
7
号

至 由利本荘市

学校施設
避難所（ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）

要配慮者施設

※ 秋田市水害ハザードマップより、
浸水範囲周辺の代表施設を記載

古川排水樋門

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年7月15日～16日の豪雨により雄物川の水位が上昇し、家屋浸水等

の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

雄物川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県秋田市豊岩石田坂～仁井田四ツ小屋地先

1,330,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（雄物川水系雄物川下流）

トヨイワイシダサカ ニ イ ダ ヨ ツ ゴ ヤ

1,330,000

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工を実施する

オモノ

【位置図】 【断面図】

【平面図】

浸水範囲

写真① 写真②

秋田県

施行箇所

Ａ-Ａ’断面

▼被災水位

▼対策後水位

河道掘削工

米代川

玉川雄物川

子吉川

皆瀬川



河道掘削工

県道２４４号

70

写真①

推進費施行区間 Ｌ＝1,200m
河道掘削工 V=36千m3 至:横手市

Ａ

至:秋田市

Ａ‘

小平沢排水樋門

小平沢川

写真②

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年7月15日～16日の豪雨により雄物川の水位が上昇し、家屋浸水等

の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

雄物川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

秋田県大仙市強首地先

300,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（雄物川水系雄物川上流）

ダイセン コワクビ

300,000

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工を実施する

オモノ

【断面図】

【平面図】

浸水範囲

写真① 写真②

Ａ-Ａ’断面

河道掘削工
▼対策後水位

▼被災水位

【位置図】

秋田県

施行箇所

米代川

玉川
雄物川

子吉川

皆瀬川



越谷市の浸水状況

令和５年６月撮影令和５年６月３日６時 撮影

元荒川→

越谷市

中島橋

越谷市による土のう積み（水防活動）

越谷市

東町一丁目

東町二丁目

越谷市による水防活動実施箇所
【土のう3,000袋】

吉
川
橋

吉川水位観測所

30.5K
31.0K

主
要
地
方
道

越
谷
流
山
線

写真②

推進費施行区間 L=74m
築堤工 L=74m
変位対策工 N=1式
測量設計費 N=1式

写真①

江
戸
川

小
貝
川

茨城県

東京都

千葉県

さいたま市

千葉市

霞ヶ浦

江
戸
川

埼玉県

東京都

埼玉県

茨城県

千葉県
東京都 千葉県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

埼玉県越谷市東町地先

150,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

流域治水整備事業（利根川水系中川）

コシガヤ アズマ

150,000

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、築堤工等を実施する

ト ネ ナカ

【位置図】 【断面図】

【平面図】

浸水範囲

写真① 写真②

施行箇所 Ａ-Ａ’断面埼玉県

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 施行完了箇所

越谷市

W=

今回水位 築堤工

変位対策工

Ｌ＝40000

土のう設置

盛土量Ｖ＝２.５千ｍ３

令和5年6月2日～3日の豪雨により、中川の水位が上昇したため水防活動を

し、外水被害は生じなかったが、家屋浸水等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

中川の築堤工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。



令和5年6月撮影

三郷駅

築堤箇所

河道掘削箇所

推進費施行区間 L=280m
築堤護岸工 L=150m
河道掘削工 V=10千m3

写真①

国道25号

県道王寺三郷斑鳩線

写真②

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月1日～2日の豪雨により大和川の水位が上昇し、JR関西本線の

浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

大和川の築堤護岸工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

奈良県生駒郡三郷町立野南地先

350,000

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

流域治水整備事業（大和川水系大和川）

イコマ サンゴウ タ ツノ ミナミ

350,000

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、再度災害
防止対策として、築堤護岸工等を実施する

ヤマト

【位置図】 【断面図】

【平面図】

写真① 写真②

施行箇所

Ａ-Ａ’断面奈良県

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 施行完了箇所

河道掘削工 築堤護岸工

河道掘削量 V=10千m3

浸水範囲



片ノ瀬水位観測所

コミュニティセンター

久留米市

大橋小学校

B

B'

中
央
橋
水
位
観
測
所

そよ風ホール

JR久大本線

大城小学校

西鉄甘木線

推進費施行区間 L＝4,000ｍ
河道掘削工 V=57千m3
測量設計費 N＝1式

三井中央高等学校

コミュニティセンター北野中学校

35k000

39k000

県道740号

久留米市北野総合支所

9k6002k000 推進費施行区間 L=7,600m
河道掘削工 V=47千m3
測量設計費 N=1式

Ａ
老人福祉センター

写真①

写真②

施行箇所

福岡県

佐賀県
大分県

熊本県

福岡県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月30日～7月10日の豪雨により筑後川、巨瀬川の水位が上昇し、

家屋浸水等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

筑後川、巨瀬川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県久留米市北野町地先～田主丸町地先

1,100,000

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（筑後川水系筑後川、巨瀬川）

ク ル メ キタノ タヌシマル

1,100,000

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工を実施する

チクゴ コ セ

【位置図】 【断面図】

【平面図】

浸水範囲

写真① 写真②

Ａ-Ａ’断面

河道掘削工

被災水位対策後水位

河道掘削工

被災水位対策後水位

B-B’断面

Ａ’

国道210号

※河道掘削イメージ

国管理区間

大刀洗町



推進費施行区間 L=３００ｍ
河道掘削工 Ｖ＝１８千ｍ３
護岸工 Ｌ＝３００ｍ
測量設計費 N=1式

A
23k400

23k800

24k000

添田町

県道95号

県道453号

A’

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月30日～7月10日の豪雨により彦山川の水位が上昇し、家屋浸水

等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

彦山川の河道掘削工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県田川郡添田町庄地先

200,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（遠賀川水系彦山川）

タガワ ソエダ ショウ

200,000

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、再度災害
防止対策として、河道掘削工等を実施する

オンガ ヒコサン

【平面図】

写真① 写真②

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

福岡県

施行箇所

河道掘削工
護岸工

被災水位対策後水位

浸水範囲



山国川

岩屋橋

国道212号

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月30日～7月10日の豪雨により山国川の水位が上昇し、家屋浸水

等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

山国川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

大分県中津市本耶馬渓町多志田・冠石野地先～耶馬溪町平田地先

100,000

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（山国川水系山国川）

ナカツ ホンヤバケイ タ シ ダ カブシノ ヤバケイ ヒラタ

100,000

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工を実施する

ヤマクニ

【平面図】

写真① 写真②

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面
大分県

施行箇所

▼被災水位
▼対策後水位

河道掘削工

国道212号

推進費施行区間 L=2,500m
河道掘削工V=7千m3

A’

A

岩屋橋

中川原橋

平常時の中州集落の状況

浸水範囲

国道２１２号



8k000

戸山中学校

7k000

A

A’写真① 写真②

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月30日～7月10日の豪雨により花月川の水位が上昇し、家屋浸水

等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

花月川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

大分県日田市三和地先～花月地先

200,000

（８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（筑後川水系花月川）

ヒ タ ミ ワ カゲツ

200,000

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、再度災害
防止対策として、河道掘削工を実施する

チクゴ カゲツ

【平面図】

写真① 写真②

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

筑後川

施行箇所【位置図】

河道掘削工

被災水位
対策後水位

推進費施行区間 L=1,000ｍ
河道掘削工 V＝20千m3

国道212号

明
徳
橋

岡
本
橋

浸水範囲

熊本県

大分県佐賀県

福岡県

※河道掘削イメージ

花月川



城原川

筑後川

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月30日～7月10日の豪雨により城原川の水位が上昇し、農地や

道路浸水等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

城原川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

佐賀県神埼市千代田町地先～神埼町地先

100,000

（９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（筑後川水系城原川）

カンザキ チ ヨ ダ カンザキ

100,000

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工を実施する

チクゴ ジョウバル

【位置図】 【断面図】

【平面図】

浸水範囲

写真① 写真②

施行箇所

Ａ-Ａ’断面

河道掘削工

被災水位対策後水位

A

A’

2k400 6k600

日
出
来
橋
水
位
観
測
所

本
告
牟
田
樋
管

城原川

中地江ポンプ場

写真①

推進費施行区間 L=4,200m
河道掘削工 V＝10千m3

国道264号 県道48号

熊本県

佐賀県
大分県

福岡県

※河道掘削イメージ

城原川

神埼市役所 JR長崎本線

国道34号

写真②



詰まった塵芥（ゴミ）

フィルターのゴミ詰まり状況清掃後清掃前

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月2日～3日の豪雨による多量の塵芥により三郷排水機場の

ポンプ設備が目詰まりを起こし、ポンプの一時的な停止が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

三郷排水機場の系統機器設備更新を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

埼玉県三郷市新和地先

300,000

（１０） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川工作物関連応急対策事業（利根川水系中川三郷排水機場）

ミサト シンワ

300,000

令和５年６月の豪雨による被害を受けた施設に対して、再度災害防止
対策として、系統機器設備更新を実施する

ト ネ ナカ ミサト

施行箇所
【位置図】

写真② 被災前（令和5年5月年点検時） 写真③ 被災後

埼玉県

【冷却方式】
河川水を用いた二次冷却方式
【オートストレーナの役割】
河川水に混入している塵芥を除去し
ポンプ内部の損傷を防止する

二次オートストレーナ
（不具合が生じた機器）

写真① 二次オートストレーナ

【機能アップ対策】

一次オートストレーナより

M M

【更新】
二次オート

ストレーナNo.2

Ｐ【更新】
二次オート

ストレーナNo.1

Ｐ

主ポンプ軸封部へ

追加管路（Ｙ型ストレーナ付）
（応急対策実施済み）

冷却水・潤滑水

ポンプ設備

主原動機
施行箇所

5号 4号 3号 2号 1号

推進費施行区間
２系統 N=1式
・系統機器設備製作工 1式
・系統機器設備据付工 1式
・操作制御設備改良工 1式
・系統機器設備改良検討 1式

【写真①】

【写真②③】

←中川

施行箇所
（三郷排水機場） ←江戸川

←大場川

三
郷
放
水
路→

三郷市

浸水想定範囲

【航空写真】

【対応】
・既設の二次オートストレーナを塵芥処理能力
が高い機種（ポンプにより強制的に塵芥を除去
するタイプ）に更新し設備の機能アップを図る。



推進費施行区間 L=65m

施設被害区間 L=45m

常願寺川

幹線用水路 推進費施行区間 L=65m

施設被害区間 L=45m

推進費施行区間 L=65m
護岸改修工 L=65m
測量設計費 N=1式

幹線用水路

【写真②】

【写真①】 常願寺川

Ａ

Ａ‘

施設被害区間 L=45m

常願寺川

富山県

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月28日～7月1日の豪雨により常願寺川で護岸崩落が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工（重力式擁壁工等）を

実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

富山県中新川郡立山町岩峅寺地先

650,000

（１１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（常願寺川水系常願寺川）

ナカニイカワ タテヤマ イワクラジ

650,000

令和５年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、重力式擁壁工等を実施する

ジョウガンジガワ

施行箇所

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

写真① 写真②

H.W.L

14.50

8.
00

重力式擁壁

法枠工、アンカー工

間詰コンクリート

根固めブロック（8t）

幹線用水路

間詰工



痕跡

愛知県

愛知県岡崎市大平町石亀地先

250,000

（１２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（矢作川水系乙川）
ヤハギ オト

オカザキ オオヒラ イシガメ

125,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

ものづくり愛知県における安全・安心な生活基盤の確保（防災・安全）

令和5年6月1日～3日の豪雨により乙川の水位が上昇し、道路浸水等の

浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

乙川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工を実施する

愛知県

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

被災水位

対策後水位
河道掘削工

乙川

主要地方道岡崎刈谷線

推進費施行区間L=1100m
河道掘削工 V=50,000m3

A

A‘

写真①

写真②

（準）六斗目川
越水箇所

浸水範囲



和歌山市

推進費施行区間L=150m

護岸工L=150m

河道掘削工V=4,600m3

羽鳥橋

写真②

写真①

Ａ

Ａ´

築堤工L=150m

中橋 ×

越水箇所

越水箇所

×

浸水被害状況越水発生状況

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月2日～3日の豪雨により亀の川の水位が上昇し、家屋浸水等の

浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

亀の川の河道掘削工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

和歌山県

和歌山県和歌山市内原外地先

150,000

（１３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

大規模特定河川事業（亀の川水系亀の川）

ウチハラ

75,000

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、再度災害
防止対策として、河道掘削工等を実施する

カメ

【位置図】 【断面図】

【平面図】

浸水想定範囲

写真① 写真②

和歌山県

施行箇所

Ａ-Ａ’断面

被災水位 対策後水位

河道掘削工

護岸工
築堤工

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 施行完了箇所



内水被害発生状況 溢水発生状況

共栄橋

河道掘削工 Ｖ＝30,800m3

推進費施行区間 Ｌ＝1200m

共栄橋

Ａ

Ａ´

日方小学校

ＪＲ海南駅

新町橋

谷口病院

神田橋

×

溢水箇所
写真②

写真①

×

和歌山県

和歌山県海南市日方外地先

200,000

（１４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（日方川水系日方川）
ヒ カ タ

カイナン ヒ カ タ

100,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

災害予防・減災のための着実な基盤づくりの推進による安全・安心社会の
実現（防災・安全）（重点）

令和5年6月2日～3日の豪雨により日方川の水位が上昇し、家屋浸水等

の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に日方川の河道掘削工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、再度災害
防止対策として、河道掘削工を実施する

和歌山県

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

浸水範囲

施行箇所

被災水位
対策後水位

河道掘削工

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 施行完了箇所



広川町

推進費施行区間L=200m

護岸工L=200m

河道掘削工V=5,000m3

築堤工L=200m

推進費施行区間L=300m

護岸工L=300m

河道掘削工V=2,700m3

築堤工L=300m

Ａ

Ａ´

写真①

名島橋

柳瀬橋

× 越水箇所

用地費・補償費

用地費・補償費

新柳瀬橋

和歌山県

和歌山県有田郡広川町名島外地先

350,000

（１５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（広川水系広川）
ヒロカワ

アリダ ヒロガワ ナシマ

175,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

災害予防・減災のための着実な基盤づくりの推進による安全・安心社会
の実現（防災・安全）

令和5年6月2日～3日の豪雨により広川の水位が上昇し、家屋浸水等の

浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に広川の河道掘削工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、再度災害
防止対策として、河道掘削工等を実施する

和歌山県

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

浸水範囲

施行箇所

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 施行完了箇所

被災水位

対策後水位

護岸工（ブロック積）

築堤工

河道掘削工

写真②



家屋浸水状況

推進費施行区間
（高山川排水機場）

Ｐ

Ａ

Ａ´写真①
溢水箇所

写真②

×

高山川排水機場

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ設置工（1m3/s）
1基

被災水位

対策後水位

溢水発生状況

和歌山県

和歌山県有田市古江見地先

80,000

（１６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（有田川水系高山川）
アリダ タカヤマ

アリダ コ エ ミ

40,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

災害予防・減災のための着実な基盤づくりの推進による安全・安心社会
の実現（防災・安全）

令和5年6月2日～3日の豪雨により高山川の水位が上昇し、家屋浸水等

の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

高山川排水機場のポンプ設置を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年６月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、排水ポンプ設置を実施する

和歌山県

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

浸水範囲

施行箇所

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ設置工（1m3/s）
1基

当初 推進費
・4m3/s → 5m3/s
・4台 → 5台

ｺﾗﾑ形水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ（Φ700）

平成8年設置

【構造図】



R5.7 出水状況 R5.7 出水状況

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

推進費施行区間 A=100,000m2

調節池内掘削工 V=150,000m3

周囲堤工 L=1,600m

用地費 A=13,000m2

A’

←筑後川

×

大刀洗排水機場

緊急輸送道路

A

福岡県

福岡県三井郡大刀洗町鵜木地先

580,000

（１７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（筑後川水系大刀洗川）
チクゴ タチアライ

ミ イ タチアライ ウノキ

290,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

福岡県における県域一体となった災害に強い安全安心な県土づくりの
推進計画（防災・安全）

令和5年7月7日～11日の豪雨により大刀洗川の水位が上昇し、家屋浸水

等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

大刀洗川の調節池内掘削工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、調節池内掘削工等を実施する

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

福岡県

施行箇所

調節池内掘削工

大刀洗川調節池周囲堤工

用地費

被災水位

対策後水位
A

A’

調節池

面積：約100,000m2

貯留量：約260,000m3

緊急輸送道路

×

緊
急
輸
送
道
路

×

×

浸水範囲
越水箇所×



R5.7 出水状況

←
山
曽
谷
川

A’A ×

警察署

福岡県

福岡県うきは市吉井町地先

100,000

（１８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（筑後川水系山曽谷川）
チクゴ ヤマソダニ

ヨシイ

50,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

福岡県における県域一体となった災害に強い安全安心な県土づくりの
推進計画（防災・安全）

令和5年7月7日～11日の豪雨により山曽谷川の水位が上昇し、家屋浸水

等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

山曽谷川の調節池内掘削工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、調節池内掘削工等を実施する

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

福岡県

施行箇所

浸水範囲
越水箇所×

調節池内掘削工周囲堤工

調節池
山曽谷川
被災水位

対策後水位

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

推進費施行区間 A=17,000m2
調節池内掘削工 V=25,500m3

周囲堤工 L=620m

←
山
曽
谷
川

←
一
伏
谷
川

A A’

←巨瀬川

×

緊急輸送道路

【平面図】

調節池
面積：約17,000m2
貯留量：約34,000m3

緊急輸送道路

R5.7痕跡写真
（越水有り）



県道４号

令和５年７月１５日 出水状況

：樋管工

県道４号

計画河道

推進費施行区間 Ｌ＝200m
築堤護岸工 L=200m
樋管工 N=1基

河道掘削工 V=7,000m3

Ａ
’

Ａ現況河道

溢水箇所

秋田県

秋田県山本郡三種町下岩川地内

200,000

（１９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（馬場目川水系三種川）
バ バ メ ミ タ ネ

ヤマモト ミタネ シモイワカワ

100,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

頻発する災害へ対応し、安全・安心を確保した生活基盤づくり（防災・安全）

令和5年7月14日～16日の豪雨により三種川の水位が上昇し、家屋浸水

等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、被害の軽減を図るため、推進費を活用して緊急的に

三種川の河道掘削工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、被害軽減
対策として、河道掘削工等を実施する

秋田県

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

浸水範囲

施行箇所
HPφ600

As

計画河道W=33.2m

河道掘削工

築堤工平ブロック張工 樋管工

被災水位

H=3.5m

H=2.7m

現況河道W=20.8m

H=2.3mH=2.0m
対策後水位

令和５年７月１５日 冠水状況

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 施行完了箇所



A

A’

計画河道

現況河道

推進費施行区間 L=320m

A’

A

写真②

市道金足堀内岩瀬線

写真①

道路冠水区間

溢水箇所

秋田県

秋田県秋田市金足堀内地内

250,000

（２０） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（馬場目川水系馬踏川）
バ バ メ バフミ

カナアシホリウチ

125,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

頻発する災害へ対応し、安全・安心を確保した生活基盤づくり（防災・安全）

令和5年7月14日～16日の豪雨により馬踏川の水位が上昇し、道路浸水

等の浸水被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に馬踏川の河道掘削工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

令和５年７月の豪雨で浸水被害が発生した地域に対して、再度災害
防止対策として、河道掘削工等を実施する

秋田県

【位置図】

【平面図】

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

写真① 写真②

浸水範囲

施行箇所

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 施行完了箇所

W=32.9m

平ブロック張工 河道掘削工

H=5.8m

推進費施行区間 L=320m
河道掘削工 V=25,000m3

護岸工 L=320m
測量設計費 1式
ガス管移設 N=1件



推進費施行区間L=60m

既設護岸洗掘

一般国道5号

アンカー付山留擁壁
H=15.0m

擁壁工 L=60m

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月17日に一般国道5号で道路法面崩落が発生し、全面通行止め

を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（擁壁工）を行うことで

再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

北海道山越郡長万部町豊津地先

280,000

（２１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業(一般国道5号)

ヤマコシ オシャマンベ ト ヨ ツ

280,000

令和５年４月の崖崩れ（道路法面崩落）が発生した箇所に対して、
再度災害防止対策として、擁壁工を実施する

写真①

【位置図】

北海道

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】写真②

推進費施行区間 L=60m

Ａ

Ａ’

写真①

写真②

擁壁工 L=60m

5

ル
コ
ツ
川

流向

至 札幌市至 函館市

長万部町

フィルター材

遮水シート

土留め壁
土堤

頂版補修

施行箇所

至 札幌市

至 函館市



施行箇所

至 佐久市

至 北杜市

八千穂高原IC

佐久穂IC

鉄筋挿入工
N=660本

吹付法枠工
A=3,900m2

中部横断自動車道

側道

擁壁

法面

法面

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月8日に中部横断自動車道で山崩れが発生し、応急対策を行い

通行を確保した。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（吹付法枠工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

長野県南佐久郡佐久穂町畑地先

350,000

（２２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業(中部横断自動車道)

ミナミサク サ ク ホ ハタ

350,000

令和５年５月の山崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、吹付法枠工等を実施する

写真① 表層崩落状況

【位置図】

長野県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】写真② 孕み出し状況

チュウブオウダン

至 八千穂高原IC至 佐久穂IC

推進費施行区間 Ｌ＝420m
吹付法枠工 A =3,900m2
鉄筋挿入工 N =660本
仮設工 一式

Ａ’

Ａ
写真①

写真② E52

法面上部の勾配が急

法尻は凸状に孕む

141

E52

299



美山町中心部
・美山診療所
・南丹市役所美山支所

国 道

168
ROUTE

至奈良県五條市

168
169

施行箇所

至 奈良県五條市

至 和歌山県新宮市

至 奈良県五條市

至 和歌山県新宮市

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月9日に一般国道168号で崖崩れが発生し、全面通行止めを

行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（モルタル吹付工等）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

奈良県

奈良県吉野郡十津川村長殿地先

430,000

（２３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(一般国道168号)

ヨシノ ト ツ カ ワ ナガトノ

215,000

令和５年４月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、モルタル吹付工等を実施する

写真①

【位置図】

奈良県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】写真②

矢板

法枠

土嚢

土嚢

土嚢

As

モルタル吹付工
A=1,840m2

覆式落石防護網工
A=3,040m2

高エネルギー落石防護網工
L=77m

落石防護柵工
L=57m

405

ET

ET

支線

ET

T

支線

ET

AS

支線

KBM.1

H=398.744

T.1

T.2

T.4-1

T.4

T.3

398.720

398.372

397.239

397.561

397.112

398.92

398.24

397.95

397.74397.67

397.48

397.35

397.03
一般国道168

号

AS
矢板

AS

AS

至
新宮市

390

385

380

375

370

395

390

385

380

375

480

475

470

465

460

455

450

445

440

435

430

42
5

420

415

410

440

435

430

425

420

415

410

485

480

475

470

465

460

455

450

445

530525

520515

510

505

500

495
490

600

595

5
905

8558 05
7
55
705655605

5
55
5
0

545

5
40535

600

605

595

590

585

580

575

570

565

560

555

450

445

440

435

430

425

420

415

410

475

470

465

460

455

480

485

490

495
500

505

510

515

520

44
5

4
4 0

4
35

43
0

42
5

42
0

41
5

4 1
0

590
585

580575570565

560555550

545
540

535

530

525

520

515

510

505

500

495

490

485

480

475

470

465

460

455

450

445

44
0

43
5

430

425

42
0

415

410

衝突痕

衝突痕

落石痕

衝突痕

2NO.3 2NO.2
2NO.4

NO.6

NO.5
NO.4 NO.2

NO.1
NO.0

NO.3

転石41

転石43

A’

モルタル吹付工
A=1,840m2

推進費施行区間
L=70m

覆式落石防護網工
A=3,040m2

ロープ伏工
A=760m2

写真① （航空写真）

写真②

至 和歌山県新宮市至 奈良県五條市

高エネルギー落石防護網工
L=77m

落石防護柵工
L=57m

A

168

黄色着色は
落石斜面範囲

至和歌山県新宮市



186

至大竹市

至江津市

推進費施行区間 L=50m
落石防止網工 A=750ｍ2

仮設工 一式

A´

写真④

落石経路

写真③

写真①

写真②

A

至

江
津
市

186
至

大
竹
市

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月12日に一般国道186号で崖崩れが発生し、全面通行止めを

行っている。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工（落石防止網工等）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

広島県

広島県山県郡北広島町細見地先

70,000

（２４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(一般国道186号)

ヤマガタ キタヒロシマ ホソミ

35,000

令和５年６月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、落石防止網工等を実施する

写真②

【位置図】

広島県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】

落石防止網工

落石防護網損傷

ガードレール損傷

落石発生箇所

写真①（被災箇所）

落石の大きさ
縦1.0ｍ×横1.2ｍ×奥行0.8ｍ

落石発生箇所節理が発達し不安定化
節理が発達し不安定化

写真③ 写真④

施行箇所

黄色着色は
落石斜面範囲



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年2月20日に主要地方道天童大江線で道路法面崩落が発生し、

全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（擁壁工）を行うことで

再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

山形県

山形県西村山郡大江町大字左沢地内

252,000

（２５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(主要地方道天童大江線)

ニシムラヤマ オオエ アテラザワ

126,000

令和５年２月の崖崩れ（道路法面崩落）が発生した箇所に対して、
再度災害防止対策として、擁壁工を実施する

【位置図】

山形県

施行箇所

【平面図】

テンドウオオエ

擁壁工（鋼管杭N=18本）

推進費施行区間 L=30ｍ

（主）天童大江線
写真

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

至 朝日町

アサヒマチ

至 中山町

ナカヤママチ

至 河北町
カホクチョウ

A

A’

至 天童市

テンドウ

バスルート

287

287
458

458

458

寒河江
市役所

大江町
役場

寒河江
市立病院

サ ガ エ

オオエ マチ

サ ガ エ

崖崩れ（道路法面崩落）

被災状況 R5.2.20

至

大
江
町
市
街
地

オ
オ
エ
マ
チ

至

天
童
市

テ
ン
ド
ウ

写真

【断面図】Ａ－Ａ´断面

擁壁工

鋼管杭 φ1500 ×19.5m

10
00

0
95

00

(応急対策)
鋼矢板(Ⅲ型)

袋詰め根固め工

既設擁壁等撤去 舗装工

化粧型枠工
（景観配慮型）

ガードレール工

(応急対策)
置式ガードレール

500 750 2750 2750 750

500
1500

赤

凡例

推進費施行箇所



マツモト

至 松本市街地

推進費施行区間
落石防護柵L=36m

落石発生箇所

✕

推進費施行区間
落石防護柵L=47m

A

斜面中に確認できる
落石履歴（平面図●）

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月29日に主要地方道上高地公園線で落石が発生し、通行規制

を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工（落石防護柵工）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

長野県

長野県松本市安曇字上高地地先

110,000

（２６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(主要地方道上高地公園線)

マツモト アヅミ カミコウチ

55,000

令和５年５月の崖崩れ（落石）が発生した箇所に対して、再度災害
防止対策として、落石防護柵工を実施する

写真③

【位置図】

長野県

施行箇所

【平面図】

【広域図】写真④

カミコウチコウエン

落石発生 （R5.5.29)

Φ1.5mΦ0.8m

応急対策状況

写真①

写真②

岐阜県高山市

（主）上高地公園線

長野県松本市

8

カミコウチ コウエンセン

マツモト

至 松本市街地

凡 例

赤 推進費施行箇所

黒 防災施設（対策済）

青 落石発生源

青 落石危険箇所（クラック進行が顕著）

高エネルギー吸収型
落石防護柵工

サポートロープ

サポート
ロープ用アンカー

道路

【断面図】Ａ－Ａ´断面

サポート
ロープ用アンカー

A‘



輪島市
能登町

×

凡例

×被災箇所 － 第1次緊急輸送道路 － 第2次緊急輸送道路 － 第3次緊急輸送道路

至 門前→

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月2日に主要地方道輪島浦上線で崖崩れが発生し、全面通行止

めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（吹付法枠工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

石川県

石川県輪島市大沢町地先

200,000

（２７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(主要地方道輪島浦上線)

ワジマ オオザワ

100,000

令和５年６月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、吹付法枠工等を実施する

【位置図】

石川県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】

ワジマウラカミ

グラウンドアンカー工 N=45本

吹付法枠工 A=1820m2

落石防護柵 L=75m

落石防護柵 L=75m

推進費施行区間
L=90m

吹付法枠工 A=1820m2

×

←写真②

発生源

グラウンドアンカー工 N=45本

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

・ ・・

凡 例

浮石・不安定土塊
（将来、落下する可能性あり）

写真①

写真②



発生源

写真①

写真② ①

②

③ ④

⑤

防災対策
済み

危険岩石
なし

ワイヤー被覆工 Ｎ＝２箇所

A

A’至 河合PA
至 飛騨清見

防護柵工 Ｌ＝１７ｍ
防護土堤工 Ｌ＝１５７ｍ

推進費施行区間 Ｌ＝１７０ｍ

かわい

ひだきよみ

発生源

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年3月30日に一般県道清見河合線で崖崩れが発生し、全面通行止

めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工（防護土堤工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

岐阜県

岐阜県高山市清見町大字江黒地内

400,000

（２８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(一般県道清見河合線)

タカヤマ キヨミ エグロ

200,000

令和５年３月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、防護土堤工等を実施する

写真①

【位置図】

岐阜県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】

写真②

キ ヨ ミ カ ワ イ

② ③ ④ ⑤

施行箇所

峠道

岐阜県域統合型ＧＩＳ

471

360

156

158

41

斜面に浮石・不安定土塊が多数あり



施行箇所

1

1

E1

高速道路
国道
県道

おきつせいけんじ

おきつ

さくらがおか

写真①

A

A′

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月30日に市道横砂若沢３号線で崖崩れが発生し、応急対策を

行い通行を確保した。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（地山補強土工等）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

静岡市

静岡県静岡市清水区興津清見寺町地内

45,000

（２９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(市道横砂若沢３号線)

シミズ オキツセイケンジ

22,500

令和５年４月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、地山補強土工等を実施する

写真①

【位置図】

静岡県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】

【広域図】

写真②

ヨコスナワカサワ

Dt

As

4.0ｍ舗装工

6
.
1ｍ

法面工（植生工）

ガードレール工

法面工（地山補強土工）

法面工（植生工）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年4月24日に一般県道三ツ峰落合線で崖崩れが発生し、通行規制

を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（軽量盛土工等）を行う

ことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

静岡市

静岡県静岡市葵区横沢地内

50,000

（３０） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(一般県道三ツ峰落合線)

アオイ ヨコサワ

25,000

令和５年４月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、軽量盛土工等を実施する

写真①

【位置図】

静岡県

施行箇所

【断面図】Ａ－Ａ´断面

【平面図】【広域図】

写真②

ミ ツ ミネオチアイ

軽量盛土工 18m
ガードレール工18m
舗装工 38m2

As

1:
0.
5

ガードレール工

55
0
0

1
5
070
4

5
6
50

1
4
3
0

3
0
0
0

4000

吹付

軽量盛土工

舗装工

施行延長 L=18.0m

遠景写真

1

362

推進費施行区間
L=18m



R5.5.20撮影

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年5月20日に町道柳橋小谷線で崖崩れが発生し、全面通行止めを

行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工（吹付枠工等）を行うこと

で再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

白浜町

和歌山県西牟婁郡白浜町白浜地内

26,000

（３１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業(町道柳橋小谷線)

ニシムロ シラハマ

13,000

令和５年５月の崖崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止対策
として、吹付枠工等を実施する

写真①

和歌山県

施行箇所

【断面図】 Ａ－Ａ´断面

【広域図】

写真②

ヤナギバシコタニ

町道
柳橋小谷線

町道白浜山上線（柳橋）

B－B´断面

町道柳橋小谷線

写真③袖部状況

【位置図】

【平面図】
既設橋台 既設橋台

吹付枠工

鉄筋挿入工

71
60

64
00

13
48
0

4542

35
40

51
90

鉄筋挿入工
吹付枠工

4465

50
33

64
86



浮石

ひび割れ
浮石

被災箇所

発生源

国有林

民有地

A A′B

B′

宿泊施設

推進費施行区間 L＝５５m
落石防止工
(ロープ伏工)1,060㎡

至群馬県

至女夫淵

黄色塗りつぶし
落石発生源

貸付区域

発生源

被災箇所

民有地

国有林界

③

写真撮影位置

②

①
④

⑤

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円）

令和5年3月20日に国有林内からの落石により、宿泊施設に被害が発生

した。

このため、推進費を活用して緊急的に落石防止工を行うことで再度災害

防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

林野庁

栃木県日光市川俣字鬼怒沼国有林44林班

94,000

（３２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

国有林野内治山事業（八丁地区）

ニッコウ カワマタ キ ヌ ヌマ

令和５年３月の崖崩れ（落石）による被害を受けた箇所に対して、再度
災害防止対策として、落石防止工を実施する

ハッチョウ

94,000 （千円）

【平面図】

施行箇所

栃木県

【位置図】 【断面図】 Ａ-Ａ’断面

ロープ伏工標準図（金網併用）
写真④

写真②写真①

写真③

落石防止工
（ロープ伏工）

民有地

民有地

落石防止工
（ロープ伏工）

B-B’断面

2.0

2.0

2.0

2.0 2.0

十字アンカーグリップ 十字グリップ

金網(Φ3.2×50×50)

ロープ

写真⑤



台風２号に伴う豪雨により盛土が下流部の国道473号に流出した。

国道473号

台風2号時の土砂等の流れ

旧採石場
土砂の発生源

施行箇所
（水路工等を施工）

第２調整池
現在の土砂等の流れ

国道473号

施工後の水の流れ

大井川へ至る

土工 V=8,330m3
法面保護工A=2,420m2
布製型枠工 A=736m2
函渠工 L=15m

土工 V=1,316m3
ソイルセメント工
V=2,000m3

A’

A

B

B’

「水路工」

「導流堤工」

C

C’

第２調整池

函渠工

重力式擁壁

布製型枠工

法面保護工

土工

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和5年6月2日～3日の豪雨により福用地区の盛土から土砂流出が発生

し、大井川鐡道で一時不通、一般国道473号で全面通行止めを行った。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

土砂流出対策（水路工等）を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

静岡県

静岡県島田市福用地内

264,000

（３３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

農山漁村地域整備交付金（盛土緊急対策事業）事業（福用地区）

シマダ フクヨウ

176,000

令和５年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、水路工等を実施する

フクヨウ

施行箇所

【位置図】

写真① 写真②

静岡県

【断面図】Ａ－Ａ´断面【平面図】

【広域図】

施行箇所
神尾駅

福用駅

大井川

写真①写真②

凡 例

茶 切土 青 流水方向（現在）

緑 盛土 紫 流水方向（対策後）

B－B´断面

ソイル
セメント工

C－C´断面


